
広報ふじみ◆ 2018.825

　 富士見町観光協会  ☎62-5757　 富士見町観光協会  ☎62-5757

　近年、自然災害が頻発し、大きな被害を出しています。災害発生時、最小限の被害にとどめるために、住民、自主防
災会、行政機関及び防災関連機関が緊密に連携して大規模災害に対応できるよう、実践に即した訓練を実施します。

　富士見高原登山口から標高2,524ｍの八ヶ岳・編笠山頂を目指し
ます。下山後は八峯苑鹿の湯でゆっくり疲れをほぐしてください。
　普段からウォーキングや登山をされている健康な方が対象です。

【日　　時】　９月９日（日）  午前７時30分～午後４時30分
　　　　　　　標高差〈約1,223ｍ〉　　　　（約9時間）
【参 加 費】　５，０００円（入浴料込）
【集合時間】　午前７時15分
【申込締切】　９月６日（木）

イベント日以外でも季節、時間、名所など、ご希望に沿ったプランでガイドツアーを楽しむことができます
のでぜひお申し込みください。（2週間前までに事前予約が必要です　2名様～）

●主な訓練内容

９月２日（日）に町総合防災訓練を実施します９月２日（日）に町総合防災訓練を実施します
　 総務課 防災・危機管理係  ☎62-9326

【実施期日】 ９月２日（日） 午前８時～　【実施場所】 多目的交流広場「ゆめひろば富士見」ほか
 ・大規模な災害（訓練）時には、まず「安否確認場所」で「安否確認」をしてください。
 ・訓練の方法は、各自主防災会により異なります。詳しくは役員の方にご確認ください。

・身近な道具による救助訓練（諏訪広域消防富士見消防署・富士見町消防団・建設事業協同組合）
・町医師会、富士見高原病院と連携したトリアージ訓練
・建築士会諏訪支部による避難所等の応急危険度判定訓練
・赤十字奉仕団、町水道事業協同組合による炊き出し及び給水訓練

●防災の基本は自助です

●『防災ガイドブック』（改訂版）を活用しましょう
お手元の防災ガイドブックをもう一度お読みいただき、災害に備えましょう。
防災ガイドブックをお持ちでない方はお問い合わせください。

【防災ガイドブック改訂のポイント】
①「平成25・26年実施長野県地震被害想定調査」の結果に基づいて震度階級や建物被害
　予想を変更しています。
②糸魚川静岡構造線断層帯（南側）≪岡谷断層群・諏訪断層群・釜無山断層群・白州断層
　群・下　円井断層群・市ノ瀬断層群≫が連動して動いた時の想定を採用し掲載しています。
③想定マグニチュードが8.0から7.9へ変更されています。

　「自分の命は自分で守る」「自分のことは自分で助ける、なんとかする」という行動のことを「自助」といいます。
自助には、事前の備え（非常持出品や非常食の準備、家具の転倒防止対策、住宅の耐震補強など）が必要です。
　自助が防災の基本と言われるのは、まず“自分を守る”ことにより、“家族や友人を助けに行くことができる”
からです。「救助される人」ではなく、「救助する人」になることが、自助への取り組みの大事なポイントです。
「救助する人」が多い地域は、防災に強い地域とも言えます。
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